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【目的】時計遺伝子は概日リズムの基本振動の発生機構を構成する蛋白質をコ

ードする遺伝子群の総称で、その転写と翻訳が周期的に繰り返されることでほ

ぼ一日のリズムが生まれる。哺乳類では時計遺伝子に関する詳細な研究が行わ

れ、末梢組織で発現している時計遺伝子は組織特有の生理機能の概日性と密接

な関連があることが明らかにされてきた。特に肝臓では時計遺伝子の発現と摂

餌との関連性が示唆されてきた。一方、魚類（特に水産重要種）では時計遺伝

子に関する研究はほとんど行われていないのが現状で、魚種の生態機能に基づ

く生物時計の理解を深めることが不可欠である。魚類の肝臓における時計遺伝

子発現機構の解明は、水産対象種の給餌効率や成長促進を高める栽培漁業技術

の確立に役立つかもしれない。本研究では、魚類の末梢組織（肝臓）における

時計遺伝子発現制御機構の一端を明らかにすることを目的とし、熱帯域の水産

対象魚類であるゴマアイゴsigmT恋gzmm翅sの肝臓における時計遺伝子（Pﾋﾞｧﾉ）
の発現パターンと先rIの発現に及ぼす絶食の影響を調べた。

【材料と方法】本研究で用いたゴマアイゴは琉球大学熱帯生物圏研究センター

瀬底実験所の生海水をかけ流した水槽で飼育していた当歳魚であった。肝臓に

おけるRerI発現量の日周変動を調べるために､供試魚から肝臓を０６:００から３

時間おきに採取した。また、PerＩ発現量に及ぼす給餌の効果を調べるために、

給餌群と非給餌群のそれぞれの魚から肝臓を採取した。ルァノ発現量をreal-time

quantitativeRILPCRで測定した。

【結果】肝臓におけるPerﾉ発現量は０６:００に最も高くなった後徐々に減少して

１８:００に低値を示した。非給餌群の肝臓における〃〃発現量は対照群のそれに

比べて高値で推移したが､給餌を再開することによって対照群のﾙｧﾉ発現量に

減少した。給餌を制限することによりＰｅｒI発現量の周期性は徐々に消失した。

以上の結果から、魚類の末梢組織（肝臓）におけるん〃の発現は日周変動して

いるが、その周期性は給餌の影響を受けることが示唆された。


